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急
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を
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ぶ
か
ど
う
か
迷
う
場
合

は
、
次
の
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口
へ
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２
２
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迷
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近
年
、全
国
的
に
救
急
車
の
出
動
件
数・

搬
送
人
員
は
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
が
、

救
急
搬
送
の
半
数
以
上
が
入
院
の
必
要
の

な
い
軽
症
者
で
す
。
な
か
に
は
「
交
通
手

段
が
な
い
」「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
救
急

要
請
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常
１
１
９
番
を
受
け
る
と
現
場
か
ら

一
番
近
い
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
が
、
緊

急
性
の
な
い
救
急
要
請
を
含
め
た
出
動
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
に
救
急
車
が

必
要
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遠
く
の

救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
到
着
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
重
大
な
病
気
や
け

が
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
救
急
車
を
呼

ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
と
き
は
下
の
表
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
救
急
車
を
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

次のような症状のときは、ためらわずに救急車を呼んでください。
大人 小児（15歳未満）

頭
●突然の激しい頭痛
●突然の高熱
●支えなしで立てないくらいふらつく

●頭を痛がってけいれんがある
●頭を強くぶつけて出血が止まらない、意識がない、けいれん
がある

顔

●顔半分が動きにくい
●口や顔の片方がゆがむ
●ろれつがまわりにくい
●ものが突然二重に見える

●くちびるの色が紫色で、呼吸が弱い

胸や背中
●突然の胸痛
●急な息切れ、呼吸困難
●痛む場所が移動する

●激しい咳やゼーゼーして呼吸が苦しく、顔色が悪い

腹
●突然の激しい腹痛
●持続する激しい腹痛
●吐血や下血がある

●激しい下痢や嘔吐で水分が取れず、食欲がなく、意識がはっ
きりしない
●激しいおなかの痛みで苦しがり嘔吐がとまらない

手足 ●突然のしびれ
●突然片方の腕や足に力が入らなくなる ●手足が硬直している

意識障害 ●返事がない、またはもうろうとしている
けいれん ●けいれんが止まらない、止まっても意識が戻らない
じんましん ●虫に刺されたり、何かを食べて全身にじんましんが出た

けが・やけど ●大量の出血を伴う外傷
●広範囲のやけど、痛みのひどいやけど

飲み込み ●食べ物をのどにつまらせて呼吸が苦しい
●何かを飲み込んで意識がない

事故 ●交通事故、おぼれた、高所からの転落など
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を
受
け
る
と
現
場
か
ら

一
番
近
い
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
が
、
緊

急
性
の
な
い
救
急
要
請
を
含
め
た
出
動
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
に
救
急
車
が

必
要
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遠
く
の

救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
到
着
が
遅
れ
、
救
え
る
命
が

救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
重
大
な
病
気
や
け

が
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
救
急
車
を
呼

ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
と
き
は
下
の
表
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
話
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
救
急
車
を
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

次のような症状のときは、ためらわずに救急車を呼んでください。
大人 小児（15歳未満）

頭
●突然の激しい頭痛
●突然の高熱
●支えなしで立てないくらいふらつく

●頭を痛がってけいれんがある
●頭を強くぶつけて出血が止まらない、意識がない、けいれん
がある

顔

●顔半分が動きにくい
●口や顔の片方がゆがむ
●ろれつがまわりにくい
●ものが突然二重に見える

●くちびるの色が紫色で、呼吸が弱い

胸や背中
●突然の胸痛
●急な息切れ、呼吸困難
●痛む場所が移動する

●激しい咳やゼーゼーして呼吸が苦しく、顔色が悪い

腹
●突然の激しい腹痛
●持続する激しい腹痛
●吐血や下血がある

●激しい下痢や嘔吐で水分が取れず、食欲がなく、意識がはっ
きりしない
●激しいおなかの痛みで苦しがり嘔吐がとまらない

手足 ●突然のしびれ
●突然片方の腕や足に力が入らなくなる ●手足が硬直している

意識障害 ●返事がない、またはもうろうとしている
けいれん ●けいれんが止まらない、止まっても意識が戻らない
じんましん ●虫に刺されたり、何かを食べて全身にじんましんが出た

けが・やけど ●大量の出血を伴う外傷
●広範囲のやけど、痛みのひどいやけど

飲み込み ●食べ物をのどにつまらせて呼吸が苦しい
●何かを飲み込んで意識がない

事故 ●交通事故、おぼれた、高所からの転落など
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